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シャジクモの培養と実験紹介
－原形質流動の観察－

金澤 昭良

シャジクモの簡単な培養と原形質流動の観察について検討した。その実験・観察方法を紹介する。

キーワード シャジクモ 原形質流動 高等学校理科 細胞の機能と構造〔 〕

１ はじめに

細胞の機能と構造の単元において，オオカナ

ダモを用いる原形質流動の観察はよく知られて

いる。しかし，葉の多くの部分の細胞が２層に

なり観察しにくいことや，葉緑体の移動が観察

できない場合があることなどの欠点がある。そ

こで，培養が簡単で，原形質流動が確実に観察

できるシャジクモを用いた観察・実験を検討し

たので紹介する。

２ 準備・材料

シャジクモ，検鏡用具，ミクロメーター，ピ

ンセット，ストップウォッチ，カミソリ，サイ

トカラシンＢ，サイトカラシンＤ，ミカロライ

ドＢ

３ 実験・観察方法と結果

(1) シャジクモの培養

水槽の底にケト土（湿

地に自生するアシなどが

腐って土になったもの）

を３～５cm程度敷き，水槽

にくみ置き水を入れる。

濁りがなくなってから，

ピンセットでシャジクモの端を持ち，ケト土に

一本ずつ植える。

水の交換は特に必要ないが，一定の水量を保

つため，減った量のくみ置き水を随時入れると

よい。

(2) シャジクモの原形質流動の観察

① シャジクモをスライドガラスにのせ，カミ

ソリで図２の節間細胞１個を切り，蒸留水を

図１ シャジクモ

１滴落とし，カバーガラスをかける。

② 顕微鏡で節間細胞を観察する。

③ シャジクモの葉緑体

は細胞膜の内側に固定さ

れており，動かない。し

ばらく注視していると，

細胞内の顆粒が動いてい

ることや，液体が流れて

いることがわかる。

(3) シャジクモの原形質流動速度の測定

① ２の方法と同様にして，スライドガラス上

でシャジクモの節間細胞を切り取り，ミクロメ

ーターを用いて，顆粒の移動距離とそれに要し

た時間を５回～10回測定する。

② 測定したデータから，原形質流動速度の平

均値と標準偏差を求める。
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表１ 原形質流動速度と標準偏差

71.7平均値

5.7標準偏差

（μｍ／ｓ） ｎ＝10

図２ シャジクモの

節間細胞

図３ シャジクモの節間細胞内のようす

葉緑体

顆粒
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(4) アクチン阻害剤の原形質流動に与える影響

シャジクモの原形質流動は，アクチンとミオ

シンがすべり運動することによって起きること

が知られている。

アクチン阻害剤サイトカラシンＢ（以下Ｃ

Ｂ ，サイトカラシンＤ（ＣＤ ，ミカロライ） ）

ドＢ（ＭＬＢ）の各溶液を，それぞれ３種類の

濃度用意し，それぞれの溶液をシャジクモに滴

下した後，５分後に原形質流動速度を測定した。

なお，コントロールには，アクチン阻害剤を溶

解させるために使用した溶媒「ジメチルスルオ

キシド（ＤＭＳＯ 」の溶液を用いた。結果を，）

表２に示した。

表２ アクチン阻害剤滴下５分後の

原形質流動速度

表２より，ＣＢ，ＣＤ，ＭＩＢともに，原形

質流動に対して阻害効果があることがわかった。

４，授業展開例

シャジクモを用いた授業展開例を，表３のよ

うに作成してみた。

オオカナダモとシャジクモの原形質流動をそ

れぞれ生徒に観察させ、比較させることにより、

生徒に相違点を気付かせることや、原形質流動

の学習への生徒の興味関心を高めることなどが

期待できる。

５，参考・引用文献

兵庫県立大学 生命理学研究科 分子機械学分野ＨＰ

http://www.sci.u-hyogo.ac.jp/life/biomecha/index-j.html

授業の展開例

・オオカナダモとシャジクモ

の原形質流動について、

観察したものを、その構

造や特徴をとらえ正確に

スケッチすることができる。

【技能・表現】

・原形質流動速度の測定方

法を理解・実践でき、測定

結果から流動速度を正確

に記述することができる。

【技能・表現】

・オオカナダモの若い葉を顕微鏡で観

察させ、原形質流動を観察・細胞１

個をスケッチさせる。

葉緑体の動き（方向）に注意させる。

・シャジクモの節間細胞を顕微鏡で観

察させ、原形質流動を観察・細胞の

一部をスケッチさせる。葉緑体が動

かないことや、顆粒や水流（方向）に

注意させる。

・オオカナダモとシャジクモの原形質

流動の相違点を記述させる。

・ミクロメーターを用いてオオカナダモ

とシャジクモの原形質流動速度を測

定させる。

・ミクロメーターの使用法について補

足説明する

◇オオカナダモの若い葉を顕微鏡で観察

し、原形質流動を観察・スケッチする。

◇シャジクモの節間細胞を顕微鏡で観察

し、原形質流動を観察・スケッチする。

◇オオカナダモとシャジクモの原形質流動

の相違点を記述する。

◇ミクロメーターを用いてオオカナダモと

シャジクモの原形質流動速度を測定する。

展
開

授業に意欲的に取り組んで
いるか。

【関心・意欲】

自己評価カード、発問

・細胞内の構造の説明

細胞質基質についてふれる。

・原形質流動の説明

周回型の流動であることにふれる。

◇ 細胞の構造について理解する。
◇ 原形質流動について理解する。

導
入

評価の観点教師の指導・留意点生徒の学習活動

表３ 授業展開例


